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けられた.50万匹以上の雌から約 10mgえられたにす

ぎない.それは一種のアルコールであって,10-trams
-12-cis-Hexadecadien-1-01である. これはすでに数

分手の氾皮でも雄の触角に作用して誘引作用を起す.

性誘引物質以外にフェロモンに屈するものとしては,

ミツバチの女王蜂物質･△2.9-0Ⅹa-decen-1-S五ureと

か.アt),シPアI),ミツパテの道しるべ物質 (Spur･

markierungsstoff)がある. (富田 一郎)

ワモンゴキプlJの性誘引物巽の単離と構造決定

･IsolationandIdentificationoftheSexAttrac･

tantoftlleAmericanCockroach.

MartinJacobson.MortonBerozaand

RobertT.Yamamoto.Science,139.48(1963)

末交尾の雌ワモンゴキプ1)PcriPla〟ctaa桝eYica･

na(i.)は雄に対して故い興布と特赦のあ る超 を上

げる運動を引き起す誘引物質 を出す.Wharton等

〔sciehce.137,1062(1962)コは多くの雌の成虫が追

い姐っt=折紙から 28FLgの純粋の性誘引物質を持たが

稲造を決定するに至らなかった.

新著 野̂は他の方法でより純粋な活性物質を多丑に得

ることが山来た.多数の末交尾の雌成虫を入れた金屑

解祁巾を通した空気を少宛の 0.1%-HClを入れ ドラ

イアイスで冷却したフラスコ中に導き凝縮させる.こ

こで和られた配船紋をhexaneで抽tiI,氾縮して式色

の半田体物質を4rJた.これを斑概でクロマトグラフし,

10,% の 占therを含む hexaneで溶出する部分に活性

の高い試色油状物質が得られる.これを更に水蒸気蒸

潤して純粋の誘引物質を得た.ここで得た純粋の物質

12.2mgは約 10,000匹の噸虫から9ケ月間搾取した

虫に相当し,特有の香気をもった油状物質で,10~HFLg

以下で椛に反応を起させる.

この物Tiはガスクロマトグラフで単一 ピー クを示

し,元就分析伯はCllHIB02に相当し.旋光度は持たず,

訳外部に吸収を示さない.赤外吸収スペクトルによる

と esterであり,isopropylidene基を持つことが判

ち.2.2mgの誘引物TIをPt02で水添すると1.1mole

の水菜を吸収し不活性の油状吻FIを生ずる.この物質

の IRは isopropylidene誠の消失と isopropyl誠の

生成を示す.誘引物Ttは hydrogenolyticchromato･

graphyにより ethaneと 2,2,4-trimethylpentane

を生ずる.N.m.r.スペクトル(60mcy/sec)は75.5cy

/secに6proton,140.5cy/secにlprotonの吸収を示

す.2.2mgの飽和化合物をalkali加水分解すると,当

虫182を示し1･5mgの紋体第二級alcoholとpropionic

acidを生ずる.4mgの誘引物質を periodate･perma･
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nganate試液で敵化すると propionicacid,acetone

及び 2.2mgの中性物質 (他のデータからⅠと考えら

れる)を得る.この中性物質を取にperiodicacidで

酸化するとdimetbylmalonicacidを生ずる･以上の

データから誘引物質の構造は Ⅰであると結諭された*.
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･Ⅰの構造はこの dihydro一化合物を次の方はで合成

して孫認している.即ち2,4-dimethyll2-penteneと

diazoacetateから 2,2-dimethyl-3-isopropylcyclo.

propanecarboxylicacidを合成し四酢慨鉛とヨウ弟…で

2.2-dimethy1-1-iodo-3-isopropylcyclopropaneiL

silverpropionateを作用させ dihydro-1 を柑た.

(砂田 利夫)
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ホタルの発光物耳luciferinの構造と合成

The Structure and Synthesis ofFirefly

Luciferin.

E.H.White,F.McCappaandG.F.Field

J.Am.Chem.Soc.,85,337(1963)

種々の生体懲光bioluminescenceの研兜はこれ迄永

年にわたって行われてきたが,一般は生体鐙光は群糸

Iuciferaseの作用によF)憩化されやすい物質luciferin

と酸素の反応によって生ずることが明らかにされてい

ち.著者はアメ.)カホタル PhoEinusj･yralisの luci･

ferinの梢迫を決定し,叉その合成に成功した.

ホタルの luciferinは栢製することが困難で.非将

に少宜しか得られないため (本研兜では全部で雌か

30mgの物質が班用できた)元系分析は一つの例外以

外は行わなかった….

*訳者註.この構造がピレト1)ンの構造,即ち節-菊

恨(Ⅱ)のesterと非常に良く似ているのは舛昧ある

ことである.
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*X,肌報で luciferinに対してC18H12N203S2の分子読

が得られているがこれは紡解約には間迎いでClltl18

N203S2であった.


